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研究の概要 

近年、MNPs（Microplastics and Nanoplastics）の環境中での存在が広く確認され、その生態系や人体

への影響が世界的に懸念されている。環境中 MNPsの検出例から、ポリマー種の多様性に加え、サイズ

や形状、表面性状などの物理化学的性質（物性）も多様であることが明らかとなりつつある。一般的に

微粒子はその物性によって環境中の挙動（凝集・分散）が変化することが知られており、これらの凝集

挙動は粒子サイズや表面特性、周囲との相互作用など多様な因子により規定される。その結果、環境中

での分布や沈降挙動が大きく左右される。さらに、凝集状態の違いは細胞取り込み効率や炎症応答と

いった生体応答にも影響を与える可能性が指摘されており、ナノ粒子研究においては凝集状態による

細胞応答の変化が報告されている。しかしながら、大気中および水中における MNPsの凝集挙動（安定

構造）については未解明な部分が多く、MNPs が単独粒子として存在するのか、あるいは凝集構造を形

成して分布しているのかについても十分に理解されていない。また、多種多様な物性を有する MNPsと

環境中での挙動との関連についても、ほとんど解明されていない。 

 

そこで本研究では、多種多様な MNPsの環境中での凝集挙動を明らかにし、生体応答との関連を解明す

ることを目的とする。研究代表者が保有している、多種多様な MNPsライブラリを活用し、大気中およ

び水中での安定構造（分散・凝集状態など）の特徴を詳細に解析する。さらに、得られた凝集状態を再

現した条件下で細胞応答を評価し、細胞取り込みや炎症反応などの生体応答との関係を検証する。こ

れにより、MNPs の物性によって変化する凝集状態を加味した上で、『MNPs の物性―凝集挙動―生体応

答』の連関を体系的に評価する。 

 

本研究により、実環境で起こり得る MNPsの凝集挙動を考慮した安全性情報を蓄積し、リスク評価に資

する基盤知見を創出するとともに、環境保全施策に資する科学的根拠を提供する。さらに、MNPs の動

態と生体影響の連関を明確化し、環境中での存在様式を実証的に把握することで、安全性評価に新た

な視点を提供することを目指す。 
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研究の全体概要図 

 

 


